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『山今
年
も
笑
顔
の
健
康
祭
り

今
年
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康
祭

り
と
な
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
、
屋
内
で
の
開
催
と
な
り
、

し
か
も
会
場
が
２
カ
所
に
分
散
さ
れ

ご
来
場
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
約

４
３
０
名
の
ご
来
場
を
い
た
だ
＜
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
同
様
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
入
院

患
者
さ
ん
の

一
日
も
早
い
ご
回
復
を

願
い
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
様
の
健
康

を
祈

っ
て
文
教
女
子
大
附
属
高
校
和

太
鼓
部
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
和
太
鼓

演
奏
で
飾

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

可
部
カ
ラ
ス
の
会
の
皆
さ
ん
に
は
地

域
興
し
の
イ
ベ
ン
ト
の
写
真
を
展
示

し
て
い
た
だ
き
、
ウ
イ
ン
グ
さ
ん
、

つ
＜
し
工
房
さ
ん
に
は
美
味
し
い
飲

み
物
や
ク
ツ
キ
ー
、
手
作
り
手
芸
品

の
販
売
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

雨
の
降
る
中
、
屋
外
で
は
例
年
通
り

安
佐
北
消
防
署
の
皆
さ
ん
に
よ
る
救

急
車
の
展
示
と
記
念
写
真
撮
影
、
社

会
福
祉
協
議
会
女
性
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
う
ど
ん
の
販
売
、
地
域
Ｊ
∧
の

ご
協
力
で
新
鮮
野
菜
の
販
売
が
行
わ

れ
、
来
場
さ
れ
た
多
＜
の
皆
さ
ん
に

大
変
好
評
で
し
た
。

本
年
は
初
の
試
み
と
し
て
健
康
体

操
を
日
頃
公
民
館
活
動
で
行

っ
て
い

る
３
グ
ル
ー
プ
に
ご
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
と
共
に
実

演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

例
年
通
り
放
射
線
科
に
よ
る
骨
塩

測
定
は
好
評
で
、
Ｎ
Ｓ
丁

（
栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

栄
養
主
と
医
師
が
訪
れ
た
方
々
の
栄

養
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
錘
を
装
備

し
た
妊
婦
体
験
で
は
特
に
男
性
の
皆

さ
ん
に
は
改
め
て
妊
婦
さ
ん
の
日
常

生
活
の
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来

た
様
子
で
し
た
。

看
護
部
の
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

は
体
脂
肪
や
血
圧
測
定
に
多
＜
の
人

が
訪
れ
、
お
薬
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
も

日
頃
内
服
し
て
い
る
薬
の
相
談
な
ど

気
軽
に
立
ち
寄

っ
て
＜
だ
さ
い
ま
し

た
。歯

科
の
歯
磨
き
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

は
年
齢
を
問
わ
ず
多
＜
の
皆
さ
ん
が

相
談
に
訪
れ
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

は
み
が
き
指
導
の
ほ
か
個
々
の
質
問

に
対
し
歯
科
の
医
師
が
熱
由
に
お
答

え
し
ま
し
た
。

保
育
室
コ
ー
ナ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
手
作
り
お
も
ち
ゃ
作
成
の
田

島
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
親
子
で
楽

し
む
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
同

様
リ
ハ
ビ
リ
科
の
人
間
モ
グ
ラ
た
た

き
ゲ
ー
ム
で
は
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
が

解
消
さ
れ
、
検
査
室
の
魚
鉤
リ
ゲ
ー

ム
に
は
子
供
た
ち
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
安
佐
北
消

防
署
の
皆
さ
ん
に
は
今
年
も
救
急
時

の
心
肺
蘇
生
の
実
演
と
体
験
も
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
佐
市
民
病
院
で
は
本
健
康
祭
り

が
地
域
の
皆
様
に
と

っ
て
今

一
度
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
り
ま
す
よ
う
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
来
年

は
青
空
の
下
で
開
催
で
き
、
本
年
同

様
多
＜
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま

す
。
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安佐市民病院は

病院機能評価認定病院 です。

理  念

・愛 と誠の精神をもつて医療を提供 します。

1地域の基幹病院tし て高度の医療 ・ケアを行います。| ‐  |

基本方金1

1 患者さまの1立場を尊重し、理解と納得 にもとづいた1医療を行います。|‐‐

2 安全な医療と快適な療養環境の提供に努めます。             |

3 地域と連携し、地域医療t救急医療、 トータルケアの水準の向上に努めます:

| 14 最新の医療にとりくみ、医療・医学あ進歩に貢献します。  |
‐
5 より良い医療サ■ビス提供のため、健全な病院運営に努めますよ|‐‐

R
H
内
日

安佐市民病院の

理念と基本方針

貯

=臨 嶽 臨 辮 喝 謬
摯
洟 襲 黎 |

-1-
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1饒i‰げ

憾畿雛礫銹鐵霰麻蹴鍔毎:
文教太鼓でオープニング

ここん所に虫歯が… ストレス解消にはモグラたたきが一番 みんなです―スに変身

救急車の見学です 骨密度まだまだお若いですよ 骨密度測つてみましょう

手作りおもちゃはリサイクルで lb肺蘇生の体験 地域の子供たちが絵を描いてくれました

保育のコーナーには子供がいつぱい 毎日の血圧測定忘れずに 命の貯蓄は健康体操で
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EコEコEコEコEIEコEコEコEIEコEコ【コEコEコEコEコEコEコEコEコE】Eコ

16興型マルチスライス
CTス キャナー
シーメンス社製

SOMATOM Sensation 16
EコEコEコ【コEコEコEコEコEコEコEコEコEコEコEコEコEコEコEコ【コEコEコ

高速な撮影スピー ド (〇.42/sec)に

よる、息止め0寺間の短縮などの特徴を

活か し、長いFB5、息を止めるのが難 し

い患者様の全身検査を、一回の撮影で

可能とします。また、由臓領域にも最

大20秒 の息止めにて撮影可能です。

この装置は一回転で覇大 16ス ライス

を一度に撮影できるC丁 です。広範囲

を一度に撮影でき検査0寺間が短縮され

ま した。一回の撮影でより多くの情報

が得られ検査終了後からでも任意の断

面構成が可能です。

高度な技術を組み合わせた統合プログ

ラムーC∧ Rtt Doseに よって憲者様の

放射線被ばくを1氏減しています。
|||‖‖||‖‖潮nlll肝肛‖‖‖|‖|‖‖|‖‖「||||||『「‖‖‖|||‖‖|卜|1肝||‖‖‖‖|‖‖|||‖‖‖‖|‖‖|‖け‖|||‖‖‖‖‖|||||||‖|‖||‖||||‖‖‖‖肝‖III‖|‖‖|‖||‖|‖|||||‖ll‖||‖1肝‖1肝|‖||||‖|‖|‖|‖‖|‖‖|‖‖|‖|‖|‖‖|||‖

医療連携室

FAX事 前受付

紹介患者様の待ち時FB3短縮を図るため 「FA×による事前受付」を行つています。

初診の際にも医師の指示及び診察時間の予約ができ、事務手続きも事前に済ませておくため待ち

時FB3が短<な ります。

かかりつけEIIから当院の医療連携室にF∧×でご連絡いただき、診療予約状況を確認後、患者

様の受診日時をご連絡いたします。外来は完全予約制となつております。当院への受診を勧めら

れた場合には、 「かかりつけ医」にご本目談ください。予約されますと憲者様のメリットとしてス

ムーズに受診 ・検査していただけます。どうぞご利用ください。

尚詳細に関するお問い合わせは 「医療連携室」にお願いします。

1医1療1連1携1室

丁巨L   082-815-5211(3250)

受付時間 平日8:30～ 16:40

安佐市民病院では地域の医療機関と医療連携の充実 。推進を目的にEII療連携

室で紹介患者様の FA× による事前受付を行つています。

【三次元的画像】
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3)

4)

2)パ ソコンに向かう正しい姿勢
・デイスプレイやキーボードは目の位置より下に。
・椅子は背中のカープに沿ったもの。

遠 くを見る

集中して近<を 見続けていた場合には、短い休憩挟み、ぼんやり遠くを眺めたり少

し身体を動かしてほぐすと目も休まり、気分もリフレッシュされます。

眼球体操

眼球体操は眼球とその周辺の滞つた血行を促 し、緊張 しきつた毛様体筋を柔軟にし

て疲労を回復させる働きがあります。

1～ 6ま でを4～ 5秒 間隔で数回繰り返 し、5分 間ほど続けましょう。

1.目を固く閉じ 2目 をパッと開く 3.視 線を左に  4.視 線を右に  5.同 じく上に  6.同 じく下に
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5)目 のツボ療法

目の疲れを回復するためのマッサージ

は、目を閉 じた状態で、 1つ のツボを

5～ 6回 、指の腹を使って力を入れすぎな

いよう軽めの力で行います。

目の周りだけでな<、 肩やクビの凝り等

が原因で疲れ日の症状が起こることもあり

ますので、肩や首のツボもあわせて押さえ

てお<と よいでしょう。

損 竹 (さんち<)

太 陽 (たいよう)

瞳子膠 (どうしりょう)

承 泣 (しょうきゅう)

晴 明 (せいめい)

目の周りのつぼ

6)血 行を促進するホットとアイスパック

目の周囲を温めたり冷やしたりすることで日の周囲の血行がよ<な り、日の疲れを

取るのに効果的です。

目の周りだけでな<、 クビ 。肩 01宛・6 <ヽら はぎ等、気になるところをほぐしてみ

るとよいでしょう。

ただし、日に痛みがある場合は、何らかの炎症が起きている可能性がありますの

で、ホットパックは行わないようにしましょう。

◆アイスバック◆

目の周囲が熱つぽい時や、白目が充血しているときに行います。
タオルを冷水や氷水につけて冷やした後、絞って使う。

◆ホットパック◆

ドライアイや疲れ日で目がショボショボするときに行う。

タオルを水で濡らして軽<絞 り、サランラップで巻いた後、電子レンジでなどで蒸
しタオルを作つて利用します。できあがつた蒸しタオルは、一度広げて湿度を調整
してから使うようにしましょう。
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眼 米青 疲 労 と は

秋の夜長ですが最近は日頃からパソコン、テレビ、D∨ D、 読書など

目を酷使することがおお<な りました。

一般的に眼の疲れはひと晩ぐつすり眠れば取れるものです。ところが
「眼精疲労」とは休憩をとっても目が重い、ショボショボする、目が痛

む、疲れによる充血、かすみや視力の低下、頭痛などの症状が残った

り、あるいは回復してもすぐにまた日の疲れが出てきたりするものをい

います。

日以外にもひどい場合には身体の痛み、冑痛や吐き気、食欲不振、便

秘などを引き起こすし、イライラや不安感、抑うつ、といった自律神経

の症状へ発展することもあります。

眼精疲労の主な原因

眼精疲労の原因は多種多様で眼の機能低下や他の病気によるものもあり、以下の五つに分類す

ることができます。この程度の疲れ日は平気と思つていても、注意が必要な場合もあります。

1)目 の酷使による眼精疲労
読書やテレビゲーム、O∧機材、パソコンなど長時間同じ距離を見続ける疲労。

最も多いタイプ。

2)眼 科疾患による眼精疲労

ドライアイ、自内障、緑内障、網1莫症などの疾患から起こる疲労。

3)調 節性による眼精疲労

遠視、老視、斜視、複視など、物に焦点を含わせる目の調節作用が低下 し、起こる疲労。

4)精 神的なものによる眼精疲労

慢性疲労、過労、0垂眠不足、ストレスなどによる疲労。

眼 米青疲 1労の 防 1止‐

「眼精疲労」の原因を突き止め、職場や日常生活において目の過労を避けるための工夫をすれ

ばtか なり予防ができます。

1)正 しい机と椅子
・読み書きの時には正 しい姿勢で30cm位 の距離を。

・机や椅子の高さを身体に合わせて調節する。

・照明は自熱灯がおすすめ。
・コンピューターの場合は 1時 間ごとに 1回 10分 ほど

目を体ませます。
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●

内科診療は消化管、肝胆膵、呼吸器、血液、代謝内分泌、神経、循環器と細分化されているにも

かかわらず、初診患者さんは自分が何の病気なのかどの専Pヨ科にかかってよいのかが理解できるは

ずもありません。以前は紹介状な しで受診された方は受付で適当に振り分けられ、待ち時FB5も長く

苦情も多尺ありました。

当院では平成17年 12月 から電子カルテが始まりましたが、その際に内科 ・循環器科外来の再編

成を行うことを前提に電子カルテ化に先駆けて立ち上げたのが 『総合内科』です。
内科・循環器科の話し含いの結果、循環器科外来診察の1診がlb臓血管外科外来エリアに移り、同

年10月 に 『総合内科』が開設されました。
当初の目的は、①内科診療の流れを円滑にすること、②それまで非嘱託医が行つていた診察を嘱

託医が行うことにより責任の所在を明らかにすることとし、以下のような方針で診療を開始致しま
した。

I.対 象患者
1)ど の科にかかってよいか分からない患者さん

① 原因となる1蔵器の障害がわからない

② 多彩な症状がある

③ 複数の臓器にわたる疾患のため、受診する科がわからない
2)健 康問題に関して受診が必要な憲者さん (健診の異常、食事療法、運動療法、禁煙など)
3)か かりつけ医を求めている患者さん

I.診 療内容
1)日 常頻繁に遭遇する疾憲については治療を完結させるか、継続治療していただ<「 かかり

つけ医」に紹介いたします
2)専 P目的治療が必要な場合は内科の各専門科、院内の他科あるいは院外の適切な病院に紹介

いたします
3)「 かかりつけ医」を求めている場合には 「地域のかかりつけ医」を紹介いたします

Ⅲ.診 療体制
現在、内科 ・循環器科外来では医師の専門を明示しており、初診患者は医師を指定しない限りす

べて総合内科で診察を受けるしくみになつています。しかし総合内科の診療にあたっている医師は
専P日分野の診療も数多<行 なつており、様夜な訴えをもって受診される初診患者さんを10～ 20名
診察する外来診療は多忙を極めているのが現状です。
診察には総合内科の外来担当医師が当たりますが、初期臨床

研修医の教育も 『総合内科』の重要な目的のひとつと考えてお
り、初診患者の一部は内科を□―テートしている初期臨床研修
医がFo3診を担当いたします。

『総合内科』は現在、内科 ・循環器科有志の集まりによる院
内呼称ですが、院外の診療所の先生万からのご紹介も増えつつ

あり、内科疾患だけに限らず、専門科に細分化された臨床現場
における 『総合診療』の重要性を感じております。
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